
1. は じ め に

香りの感覚である嗅覚は、化学物質を受容器で受け

取ることで生じ、ヒトにおいては鼻腔の奥にある嗅細

胞により電気信号に変換して、脳でそれを認識する［1］。

いわゆる五感のひとつにも数えられる。また、関連資

格としては、1996 年の悪臭防止法の改正に伴い誕生

した環境省所管の国家資格である臭気判定士［2］が知

られる。

人間の嗅覚は、もともと危険予知、食料検知、異性

探知などの役割で発達したものと考えられるが、現在

では香水やハーブの香りを楽しむなど感性的情報の受

容機能としての様相が強まり、ファッションとの関連

でも注目されている［3］。衣料用の洗剤や柔軟剤などの

製品においても、特に 2010年頃から、香りの種類や

持続性を強調して訴求を狙うものが散見されるなど［4］、

被服分野での感性特性のひとつとして香りが重要視さ

れてきている。

本研究では、現在の女子大学生はどのように香りや

被服に関心があるのか、また香りに対する関心が被服

に対する関心が高いほど高くなるなど、両者の関心度

の間に何らかの相関があるのではないかと予想し、香

りと被服の関心度を既存の被服関心度質問表とこれを

基に独自に作成した香り関心度質問表を用いて調査す

ることで検証した。

2. 方法

神山［5 7］の被服関心度質問表（8関心次元、48項目、

表 1）とその各質問項目の「衣服」、「衣料品」などの

用語を「香り」、「香水」などに置き換えて独自に作成

した香りの関心度質問表（48項目、表 2）を用いた調

査（配票調査法）により、大阪樟蔭女子大学の学生

27人（18～22歳）から回答を得た。

質問紙の作成においては、あらかじめ設定された関

心次元を伏せるとともに、順序効果排除のため表 1お

よび表 2に示す No.の順に各質問を配置した。なお、

各質問の選択肢は「まったくそのとおり」、「それに近

い」、「どちらともいえない」、「あまりあてはまらない」、

「まったくあてはまらない」の 5段階とし、集計時に

はそれぞれ 5点～1点の得点を与えることとした。

また、香りの関心度も被服の関心次元［5］に倣いそ

れぞれ 8 つの関心次元に分類した。関心次元はⅠ；

「個性を高める」、Ⅱ；「心理的安定感を高める」、Ⅲ；

「似合いの良さを追求する」、Ⅳ；「同調を図る」、Ⅴ；

「快適さを求める」、Ⅵ；「理論付けを図る」、Ⅶ；「慎

みを求める」、Ⅷ；「対人的外観（印象）を整える」で

ある。

3. 結果および考察

3.1. 香りの関心度と被服の関心度の相関

香りと被服の関心度についてそれぞれ 48項目の総
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表 1 関心次元ごとの被服関心度についての質問項目
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No. 1～48は質問紙における順序

表 2 関心次元ごとの香り関心度についての質問項目
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合計得点をもって香り関心得点、被服関心得点とし、

被験者ごとにプロットすることで、両者の相関を調査

したところ、図 1に示すように正の相関（危険率 P＝

7.82×10 6）が得られた。つまり、被服に対する関心

が高い者ほど香りに対する関心度も高くなる傾向が認

められる。また、今回用いた香りの関心度質問表は、

被服関心度質問表の各質問項目の「衣服」、「衣料品」

などの用語を「香り」、「香水」などに置き換えて独自

に作成したものであるが、香りの関心度の指標として

妥当なものであると考えることができる。
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No. 1～48は質問紙における順序

表 3 香りと被服の関心度調査集計結果（相関係数）

（危険率 P：**；< 1％、*；< 5％）
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なお、被服と香りの両者に対する関心の度合いが同

程度であれば、これらの関心度は比例関係となり、図

1の近似線が原点を通過する直線となるはずであるが、

今回の結果では被服関心得点の切片が 57.7 と大きい

ことから、香りに対する関心よりも被服に対する関心

の方が相対的に強いことが予想される。

3.2. 関心次元ごとに見た香りと被服の関心度

香りの関心度と被服の関心度の調査結果を 8つの関

心次元に分類し、各次元ごとに集計（8つの次元ごと

に 6 項目の得点を単純合計する。）して、平均値、

標準偏差（σ）および相関係数を求め、表 3にまとめ

た。

この表で香りと被服について同じ関心次元を見てい

くとⅢ；「似合いの良さを追求する」、Ⅳ；「同調を図

る」、Ⅵ「理論付けを図る」、Ⅶ；「慎みを求める」、Ⅷ；

「対人的外観（印象）を整える」の相関が高く（例え

ば図 2）、Ⅰ；「個性を高める」、Ⅱ；「心理的安定感を

高める」、Ⅴ；「快適さを求める」が低い（例えば図 3）

結果となった。相関の高い関心次元Ⅲ；「似合いの良

さを追求する」、Ⅳ；「同調を図る」、Ⅵ「理論付けを

図る」、Ⅶ；「慎みを求める」、Ⅷ；「対人的外観（印象）

を整える」は、その内容を吟味すると、総じて似合い

や同調など対人的（他者評価）要素の強いものである。

他方、相関の低いⅠ；「個性を高める」、Ⅱ；「心理的

安定感を高める」、Ⅴ；「快適さを求める」といった次

元は、個性や嗜好など個人的（自己評価）要素が強い

傾向があると考えられる。

また表 3 において香りのⅧ；「対人的外観（印象）

を整える」は、被服のⅢ；「似合いの良さ」、Ⅳ；「同

調を図る」、Ⅵ；「理論付けを図る」、Ⅷ；「対人的外観

を整える」と相関が高く、逆に被服のⅧ；「対人的外

観を整える」についても同様の傾向であった。ここで

も個人的（自己評価）要素よりも対人的（他者評価）

要素の大きな関心次元での相関が高い結果となった。

神山は、被服の関心度についてⅠ；「個性を高める」、

Ⅳ；「同調を図る」、Ⅷ；「対人的外観（印象）を整え

る」の 3つの次元は他者に印象を与える手段としての

被服の対人影響的側面と関係するとしている［5］が、

香りの関心度との相関を見ると、他者に印象を与える

だけでなく、その客観的な評価にまで関心が及ぶこと

が示唆された。また、Ⅴ；「快適さを求める」につい

ては被服の機能的・実用的側面と関係しているとされ

る［1］が、香りについての機能や実用的側面に対する

評価が被服とは大きく異なるため、図 3のように相関

が低い結果になったものと考えられる。ここでは、香

りが嗅覚に対する刺激であるのに対して、被服が視覚

や触覚を主体とする刺激であるという点、すなわち刺

激の対象の相違も相関が低くなる大きな要因であると

考えられる。
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図 1 香りと被服における関心得点

図 2 香りと被服における関心度

Ⅵ「理論付けを図る」について

図 3 香りと被服における関心度

Ⅴ「快適さを求める」について
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4. 結論

香りと被服の総合的な関心度については正の相関が

認められ、香りに対する関心は被服に対する関心が高

いほど高くなるといえる。また、香水などの香りにつ

いての対人的（他者評価）要素に関して、多くの女子

大学生が被服と同様の関心ないしは共通の認識を有し

ている一方で、個人的（自己評価）要素については各々

が被服と異なる関心度を有することが予想される。

ファッション（特に若年層の被服）については

Smuckerと Creekmoreの研究により仲間集団で人気

の高い服装に同調して自分も同じ被服を着用してい

る人程、所属集団の他の構成員から仲間として受け入

れられるという事［8, 9］や、その後の Creekmore の研

究［10］を引用し、神山によって、魅力的と評定される

人は魅力的な被服を着用し、仲間集団の服装スタイル

への意識や同調の度合いが高く、そして仲間から受容

される度合いが高いという事［11］などが明かにされて

いる。今回の調査結果からは、香りにおいても上述の

被服の傾向と同様の傾向が認められるのではないかと

考えられる。また、Ⅲ；「似合いの良さを追求する」

意識が高いあまり、Ⅴ；「快適さを求める」意識が低

下しているといった現象も予想され、香り、被服とも

に集団意識をもった似合いの良さを求めるあまり、個

性や快適さを求める意識がある程度犠牲となって失わ

れているということが予想される。

なお、年齢の属性が個人の被服関心に大きな影響を

持つことも明らかにされており［6］、女子大学生とい

う特定の集団を調査対象としている今回の調査結果の

適用には注意が必要である。
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:Related to Clothing Interest Level
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Abstract

The aim of this study is to probe the hypothesis; there is high correlation between the interest level on per-

fume（such as fragrance）and that on fashion of clothing. The research was conducted by using the question-

naire on clothing and perfume for investigation of those interest levels.

The results obtained are as follows:

1; Subjects that have totally higher interest level on perfume also have that on fashion of clothing, and it

revealed that the interest levels on perfume and clothing have correlation.

2; From the view of different dimensions, many of subjects have same interest level on perfume and clothing

in the dimensions dealing with objective evaluation such as ‘enhancement of awareness’. On the other hand,

they personally have different interest level in the dimensions dealing with self-evaluation such as ‘pursuing

of comfort’.
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